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から 7 個、カルガリー大学から 14 個のポスターを




































合 い に な っ た ポ ス ド ク の 方 の 計 ら い で 、
Musculoskeletal Seminar に足を運ばれていた Dr. 
MacIntosh という筆者と同じテーマの研究を行な
っている著名な教授と話をする機会を得ることが
出来た。筆者が今回の交流プログラムの参加を
希望した最大の理由は、Dr. MacIntosh と自身の
研究についてのディスカッションをする機会を得る
ことであった。このようなチャンスは滅多にないの
で、このチャンスを最大限に活かすため、筆者自
身の研究アイデアや論理構成について積極的に
ディスカッションを行った。その結果、私の質問に
も丁寧に答えていただき、新しい実験の提案まで
していただいた。この貴重な経験を無駄にしない
よう、しっかり筆者の今後の研究に活かしていきた
い。 
今回の交流プログラムで得た経験は、筆者が
当初考えていたよりも大変有意義なものになった。
このような経験をすることが出来たのは、早稲田
大学スポーツ科学研究科のグローバル COE プロ
グラムのサポートのおかげである。ここに感謝の意
を記させていただきます。ありがとうございました。
また、今回は飛行機が予定日に飛ばず、当初の
予定にはない韓国での宿泊を余儀なくされたこと、
カルガリー空港にスーツケースが届かなかったこ
と、さらにはフライト時間の遅延によりバンクーバ
ー空港での乗り換えで数名が搭乗予定の便に乗
れず、便の変更交渉をしなければならなかったこ
となど、非常に多くの問題があったが、引率の宮
本直和研究院助教のサポートにより、なんとかや
り終えることが出来た。心から感謝いたします。あ
りがとうございました。 
 
写真 1 顕微鏡を使った筋の動態観察の体験をする筆
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